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は
じ
め
に 

３
月
１５
日
、
１６
日
と
岡
山
市
の

「
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
」
で
日
本

中
国
友
好
協
会
の
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
、
中
四

国
各
県
か
ら
２２
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
会
は
、
広
島
の
塚
田
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
常
任
理
事
の
主
催
者
あ
い

さ
つ
で
始
ま
り
、
岡
山
支
部
の
竹

ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
中
国
共
産
党
は
、
３
中
全
会

で
所
得
分
配
制
度
の
改
善
、
反
腐

敗
の
監
督
強
化
、
汚
染
物
質
の
排

出
規
制
制
度
の
実
施
な
ど
国
民

の
求
め
る
「
改
革
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
田
中
理
事
長
は
、
わ
た

し
た
ち
の
日
中
は
、
中
国
に
言
う

べ
き
こ
と
は
は
っ
き
り
と
言
う
が
、

同
時
に
良
い
面
を
日
本
国
民
に
知

ら
せ
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
力

説
さ
れ
ま
し
た
。 

 六
十
二
回
大
会 

以
後
の
活
動 

六
十
三
回
大
会
に
向
け
て
「
尖

閣
問
題
の
平
和
的
解
決
を
求
め

る
各
界
ア
ピ
ー
ル
」
へ
の
賛
同
署

名
、
「
中
国
百
科
検
定
」
、
京
劇
全

国
公
演
、
仲
間
づ
く
り
の
四
つ
の

活
動
を
重
点
に
取
り
組
ん
で
い
ま

答
え
ま
し
た
。
米
子
支
部
の
新
庄

さ
ん
か
ら
「
尖
閣
ア
ピ
ー
ル
」
署
名

で
、
著
名
な
人
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
人
々
に
気
軽
に
声
を
か
け
、

こ
れ
ま
で
の
「
枠
」
を
超
え
て
拡
が

り
２
０
０
人
の
署
名
を
集
め
た
経

験
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

お
わ
り
に 

夜
の
交
流
会
は
、
参
加
者
が
中

国
と
の
関
わ
り
、
日
中
友
好
運
動

は
「
国
と
国
よ
り
、
人
と
人
の
か
か

わ
り
が
大
切
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。
ま
た

途
中
で
米
子
支
部
の
新
庄
さ
ん
、

生
田
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
太
極
拳
の

表
演
が
あ
り
倉
敷
支
部
の
太
漏

さ
ん
、
岡
山
支
部
の
竹
内
さ
ん
、

愛
媛
の
玉
井
さ
ん
も
加
わ
り
、
楽

し
い
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。 

２
日
目
は
、
各
支
部
か
ら
支
部
実

態
調
査
に
基
づ
く
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
に
、
田
中
本
部
理
事

長
か
ら
六
十
三
回
大
会
を
、
仲

間
づ
く
り
に
取
り
組
み
会
員
増

勢
の
も
と
で
迎
え
よ
う
と
ま
と
め

が
あ
り
、
終
了
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
岡
山
支
部
監
査
の
井
上

さ
ん
と
、
初
め
て
参
加
し
た
宇
野

支
部
長
の
感
想
を
２
面
に
記
載
し

ま
す
。 

日
中
友
好
運
動
を
め
ぐ

る
情
勢 

安
倍
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝

強
行
、
中
国
の
尖
閣
諸
島
を
ふ
く

む
空
域
に
「
防
空
識
別
圏
」
の
設

定
な
ど
に
よ
っ
て
、
両
国
関
係
は

緊
張
状
態
の
中
で
、
双
方
の
軍
備

拡
張
が
進
み
深
刻
な
事
態
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
日

中
間
の
人
的
交
流
の
低
下
、
政
治

経
済
文
化
交
流
の
キ
ャ
ン
セ
ル
な

ど
、
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。 

 

中
国
の
現
状 

中
国
の
経
済
発
展
は
順
調
で
、

内
需
拡
大
策
な
ど
に
よ
り
堅
調

に
推
移
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生

産
）
も
７
．
７
％
と
高
成
長
を
維

持
し
、
全
体
と
し
て
国
民
生
活
は

豊
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
過
剰
投
資
・
過
剰
債
務
は
深
刻
」

と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、

経
済
格
差
の
拡
大
、
深
刻
さ
を
増

す
環
境
汚
染
、
民
族
問
題
、
人
権

活
動
家
に
対
す
る
逮
捕
拘
束
な

す
。
安
倍
内
閣
が
「
戦
争
す
る
国
」

に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
と
き

そ
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
、
重
要

性
を
増
し
た
「
不
再
戦
平
和
」
活

動
、
中
国
帰
国
者
と
の
交
流
活

動
、
「
中
国
語
講
座
」
、
太
極
拳
な

ど
の
文
化
活
動
な
ど
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

 「
外
に
打
っ
て
出
る
」 

活
動
と
は
？ 

報
告
を
受
け
て
熱
心
に
質
疑
・

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
最
初
に
、
倉
敷
支
部
の
栗

本
理
事
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
「
中

国
問
題
文
化
講
座
」
「
中
国
旅

行
」
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
て
き
た
が
、
本
部
の
言
う

「
外
に
打
っ
て
出
る
」
と
は
、
ど
ん

な
取
り
組
み
を
い
う
の
か
と
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
田
中
理
事
長

は
、
「
中
国
百
科
検
定
」
の
取
り
組

み
の
中
で
、
２０
代
、
３０
代
の
若
者

の
受
験
申
し
込
み
が
増
え
て
い

る
、
学
校
関
係
者
が
授
業
で
活
用

し
た
い
、
書
店
で
１
０
０
０
部
販
売

さ
れ
て
い
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
協

会
と
接
点
の
な
か
っ
た
所
に
拡
が

っ
て
い
る
と
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し

て
「
外
に
打
っ
て
出
る
」
と
は
、
こ
れ

ま
で
の
協
会
の
近
く
の
人
だ
け
で

な
く
、
新
し
い
人
々
に
訴
え
て
い

く
こ
と
な
ど
を
意
味
し
て
い
る
と

内
理
事
長
が
開
催
地
を
代
表
し

て
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
自
己
紹
介
に
続
き
、

本
部
の
田
中
義
教
理
事
長
よ
り

基
調
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

協
会
役
員
の
役
割 

―
仲
間
づ
く
り
の
大
道
― 

田
中
理
事
長
は
発
言
の
冒
頭

日
本
中
国
友
好
協
会 

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

―
「
外
に
打
っ
て
出
る
」
活
動
を
！ 

― 

岡
山
支
部
事
務
局
長 

小
林
軍
治 
 

で
、
協
会
役
員
は
、

「
第
一
に
、
情
勢
を
正

し
く
理
解
し
、
第
二

に
、
課
題
を
明
確
に

し
、
第
三
に
、
外
に
打

っ
て
出
る
、
そ
し
て
最

後
は
、
楽
し
く
お
お

ら
か
に
活
動
を
す

る
」
と
そ
の
役
割
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
。
同

時
に
、
こ
れ
こ
そ
が
仲

間
づ
く
り
の
大
道
で

あ
る
と
強
調
さ
れ

た
。
日
中
岡
山
支
部

の
事

務

局

長

と
し

て
、
こ
の
四
点
を
深
く

胸
に
刻
み
ま
し
た
。 

挨拶する塚田さん 

発言する栗本さん 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

４
月
１
日
（火
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

竹内和 

竹内袈 

等
々
を
知
れ
ば
、
よ
り
討
論
が
し

易
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
２
日
間
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。 

岡
山
支
部 

支
部
長 

宇
野
武
夫 

学
習
を
か
ね
て
、
情
勢
論
議
を
し

て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識

し
ま
し
た
。 

（
２
）
不
再
戦
の
運
動
（
日
中
友
好

運
動
）
は
統
一
戦
線
を
拡
げ
る
運

動
だ
と
思
う
。
安
保
闘
争
を
経
験

し
て
い
な
い
世
代
、
戦
争
を
知
ら

な
い
世
代
の
た
め
に
、
先
輩
た
ち

は
戦
争
を
語
っ
て
ほ
し
い
。 

（
３
）
倉
敷
支
部
で
は
、
理
事
会
の

冒
頭
で
毎
回
学
習
を
し
て
い
る
、

と
の
こ
と
。
学
び
つ
つ
行
動
し
、
行

動
し
つ
つ
学
ぶ
こ
と
の
大
事
さ
を

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

（
４
）
最
後
に
、
素
直
な
意
見
を
云

い
ま
し
た
。
小
さ
な
会
議
で
す

が
、
参
加
者
名
簿
が
事
前
に
用
意

さ
れ
て
い
る
と
親
切
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。
年
齢
や
今
ま
で
、
ど
う

い
う
仕
事
を
さ
れ
て
き
た
の
か

が
ぜ
ひ
仲
間
を
ふ
や
し
て
前
に
向

か
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
御
馳
走
を
頂
き

乍
ら
宴
た
け
な
わ
で
し
た
ね
。
雑

念
は
取
り
拂
っ
て
素
直
に
日
中
友

好
協
会
の
前
途
に
幸
多
か
れ
と

希
望
致
し
ま
す
。 

井
上
愛
子 

 

不
再
戦
の
運
動
は 

統
一
戦
線
を
拡
げ
る 

運
動
だ
！ 

（
１
）
最
初
に
田
中
理
事
長
が
常

任
理
事
会
報
告
と
い
う
形
で
、
日

中
友
好
運
動
を
め
ぐ
る
情
勢
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
全
面
的
で
わ

か
り
や
す
い
報
告
で
し
た
の
で
、

非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

た
中
国
の
同
志
達
は
み
ん
な
大
ら

か
で
屈
託
な
く
優
し
く
接
し
て
も

ら
っ
て
有
難
い
存
在
で
し
た
の
で
。 

 

各
支
部
で
は
中
国
語
の
学
習
や

太
極
拳
な
ど
に
力
を
入
れ
て
居
ら

れ
て
、
中
国
を
理
解
す
る
べ
く
頑

張
っ
て
素
敵
で
す
。 

中
国
残
留
孤
児
が
亡
く
な
っ
た

あ
と
の
配
偶
者
の
尊
厳
あ
る
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
と
、
一
斉
に
署

名
運
動
に
取
り
組
み
国
会
に
提
出

し
、
認
可
さ
れ
た
こ
と
は
国
民
全

体
の
力
添
え
の
賜
だ
と
思
い
ま
す
。 

日
中
友
好
協
会
へ
の
若
い
方
の

入
会
を
所
望
し
て
居
る
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
の
課
題
で
す

 
中
国
の
同
志
達
は 

大
ら
か
で
屈
託
な
い 

会
場
に
入
っ
て
一
瞬
、
私
は
参

加
す
べ
き
で
は
無
か
っ
た
か
し

ら
？
と
躊
躇
し
ま
し
た
。
何
故
な

ら
皆
様
方
そ
う
そ
う
と
し
た
方

ば
か
り
で
し
た
か
ら
。 

現
在
尖
閣
諸
島
問
題
で
、
日

中
は
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
居
る
と
の

懸
念
が
お
あ
り
の
様
で
し
た
が
、

私
個
人
の
考
え
は
、
そ
れ
は
政
府

に
お
任
せ
し
て
、
仲
よ
く
交
流
す

れ
ば
と
安
易
に
思
っ
て
居
ま
す
。 

 

中
国
は
広
い
大
陸
の
国
で
す
の

で
、
私
が
且
っ
て
人
民
解
放
軍
の

病
院
勤
務
の
頃
、
お
世
話
に
な
っ

国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ェ
ア 

日
中
パ
ネ
ル
展
示 

 

２
年
ぶ
り
に
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
で
、
き
り
え
、
中
国
語
講
座
、

太
極
拳
、
料
理
教
室
、
日
本
語
教

室
、
表
町
商
店
街
で
の
宣
伝
な
ど

を
写
真
展
示
し
ま
し
た
。
期
間
は

３
月
１３
日
か
ら
１９
日
ま
で
で
し

た
。
３
月
１５
日
、
１６
日
の
日
中
友

好
協
会
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
の
参
加
者
に
も
案
内
を
し
ま
し

た
。 

河
井
伸
士 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？ 74  

竹内和夫 

つまる音に注意 

A： 中国人にとって、もうひとつニガテなのは、つまる音だ。

声帯をとじる音（例外は－SS－）、国際声音字母では

[ʔ,p,k,s,t]、レントゲン検査のとき「息をとめて！」といわ

れて、声帯をとじて、呼気の流れをとめる。内臓の動き

を静めるため。 

B： さて、ニホン語ではこれが大事な１拍になる。たとえば

「肩」と「買った」のちがいは２拍と３拍の単語という大差

が生じる。「バッタ」と「バター」と「バッター」など、なんど

も練習しておかなければいけない。中国人は３つとも

「パタ」になりやすいから。 

C： この講義で最初から（②～④）取り上げられていたの

が、わかったな。自分の発音器官なのだから、注意す

れば「なるほど！」となっとくする。 

練習問題（１）： 

         に、つまる音を入れたローマ字を書いて読み

なさい。 

（例）来た  kita    →     kitta      切った  

下    sita     →                  

歌    uta      →                  

坂    saka    →                  

町    maci     →                  

咳    seki     →                  

主席  syuseki  →                  

黒    kuro    →     ma           

白    siro      →     ma             

すぐ  sugu    →     ma           

黄色  kiiro    →     ma           

青    ao     →     ma           

赤    aka    →     ma           

                            つづく 

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
感
想 

太極拳を披露する 左から新庄さん 玉井さん 太漏さん 竹内さん 生田さん 

馬さん 小林さん 宇野さん 河井さん 


